
令和 8 年 9 月吉日  

言語聴覚士の皆様 

 

 一般社団法人日本言語聴覚士協会 会長 内山 量史  

学校教育部・担当理事 西野 将太  

学校教育部・担当理事 福永 陽平  

 

「言語聴覚士×学校教育 連携実態調査」へのご協力のお願い 

 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より本協会の活動にご理解とご協力を賜

り、厚く御礼申し上げます。 

平成 19 年に「特殊教育」から「特別支援教育」へと転換され、学校教育における多様な専門職との連

携が進められてきました。近年では、言語聴覚士についても、特別支援学校のみならず小・中学校等に

おける活用が進められています。 

本協会では平成 25 年以降、学校教育への言語聴覚士の参画および連携の推進を目的として、都道

府県言語聴覚士会との情報共有や学校教育連携担当者連絡協議会等の取組を進めてまいりました。 

このたび、全国の言語聴覚士が学校教育にどのように関わっているのか、その実態や業務内容、連

携の状況、課題等を把握することを目的として、「言語聴覚士×学校教育 連携実態調査」を実施いたし

ます。 

学校教育への言語聴覚士の関わり方は、教育委員会や学校への所属、外部専門家としての配置・派

遣、医療・福祉機関等からの連携など、地域や勤務形態によってさまざまです。また、現在は学校教育に

関わっていない方からの回答も、全国的な実態を把握するうえで重要な資料となります。 

そのため、本調査は、日本言語聴覚士協会および都道府県言語聴覚士会への入会状況にかかわらず、

言語聴覚士資格を有するすべての方を対象としております。 

本調査によって得られた結果は、今後の学校教育における言語聴覚士の参画や連携のあり方を検討

するための基礎資料として活用する予定です。 

ご多用のところ恐縮ではございますが、本調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願

い申し上げます。 

謹白 

記 

1．調査名 

「言語聴覚士×学校教育 連携実態調査」 

2．調査対象 

言語聴覚士資格を有する方 

※日本言語聴覚士協会および都道府県言語聴覚士会への入会・未入会を問いません。 

※現在、学校教育に関わっていない方もご回答いただけます。 

3．調査目的 

学校教育における言語聴覚士の参画状況、業務内容、連携の状況および課題等を把握し、今後の学

校教育における言語聴覚士の参画・連携を検討するための基礎資料とすることを目的とします。 

4．回答方法 

次ページの URL または二次元コードよりご回答ください。 

5．回答期限 

令和 8 年 10 月 25 日（日） 

6．その他 

本調査への回答は任意です。回答内容は、本調査の目的に沿って集計・分析し、個人が特定される

形で公表することはありません。                                      

以上 

 

 
【本件についてのお問合せ先】 

一般社団法人日本言語聴覚士協会 

学校教育部 担当理事 西野将太 

E-mail：nishino.s@japanslht.or.jp 



【言語聴覚士対象】 

令和 8 年度 言語聴覚士×学校教育 

連携実態調査のお願い 

 
URL： https://forms.gle/XRVqMCUGwrtA2pDg7 

 

 

二次元コード 

 

 

回答期限 

実態調査にについて、日が短く誠に恐れ入りますが、令和 8 年 9 月 14 日(月)～10 月 25 日(日)ま

でにご記入いただけましたら幸いです。 




